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２ あいさつ 

 
３ 議 事 

【協議案件】 
（１）地域バスの路線改編について 

①上郷地域バス（路線定期運行）運行方法の変更          
②稲武地域バス（路線定期運行）バス停移設及び経路変更   

（２）地域公共交通確保維持改善事業について              
（３）（仮称）豊田市地域公共交通計画の策定について             
【報告案件】 
（１）とよたおいでんバス稲武・足助線 バス停移設について      
（２）地域バスのバス停変更について 

①下山地域バス（区域運行）         
②稲武地域バス（区域運行）            

（３）令和２年度バス利用状況等について 
            
４ 連絡事項 
・次回会議の開催予定について  
 
５ 閉会 
 

日 時 令和３年６月２５日（金） 午後２時００分～午後４時３０分 

場 所 豊田市役所 南庁舎５階 南５１会議室（オンライン会議） 
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【協議案件】 
（１）地域バスの路線改編について 

 〇事務局  【協議 1】①に基づき説明。 
 〇委 員  今朝の中日新聞朝刊にチョイソコの記事について載っており、市と㈱アイシンと㈱AT

グループの３社が協力とあったが、㈱AT グループとはどのような団体か。 
 〇事務局  ㈱AT グループとはディーラーの愛知トヨタのグループ。㈱AT グループが強みとして

いる外出促進「コトづくり」の部分を担ってもらうよう期待している。 
〇委 員  今回の運行方法の変更にあたり、住民へのアンケート調査について伺いたい。調査対

象が利用者のみか全住民なのか、結果をどれほど回収できたか、アンケートの内容、
それらの調査の結果が今回の運行変更にどのように活かされているか、そのあたりに
ついて聞きたい。 

〇事務局  自治区に協力いただき、利用者含め地区住民対象にアンケートを約３，０００件配布
し、１，０００件弱回収した。内容は個人の属性、外出の目的、頻度等である。OD
調査等捉え、上郷地区に関して現在の定時運行だと目的地になるような所がないこと
が分かった。現行では中学校区で路線を２つに分けているが、今回の改編ではもう少
し広いエリアで検討を進めている。 

〇委 員  豊田市の南部の方は高齢化が進んでおり、チョイソコのようなきめ細かいサービスは



良いものだと思う。会員登録を事前にするということだが、会員数の見込みはどの程
度か。 

〇事務局  現在各自治区にチョイソコの使い方等の説明会を調整しており、その場ですぐに会員
登録もできるような段取りで進めている。目標会員数の具体的な数字は決めていない
が、高齢者を中心に多くの住民に登録してもらえるようＰＲをしていきたい。 

〇座 ⾧  ２台でどの程度運べると想定しているか。 
〇事務局  現在の定時路線での利用者が月８００人程度であり、同等人数は対応可能と想定して

いる。 
〇委 員  近隣市町村ではチョイソコの実証実験を行っているようだが今回の豊田市について

は実証実験ではなく本運行であるか、また今後停留所が少し移動した等変更がある度
に公共交通会議にかけていくことになるのか。 

〇事務局  地域バスが実際に運行している地域であるため、実証実験ではなく本運行での実施に
向けて進めている。停留所については、次回８月の公共交通会議で詳細を示すことが
できると思うが、今後停留所の位置等に変更がある場合はその都度会議の場で報告し
ていく。 

〇委 員  予約時間が午前８時３０分からであり、当日利用の場合３０分前までの予約が必要と
あるため、午前８時３０分から利用したい場合は前日の予約が必要となる。しかし曜
日が火・金限定のため、金曜の朝に乗りたい場合火曜に電話予約しなければならない。
運行事業者決定後、車庫から事業者が何時に出て予約が何時から可能か、予約を取る
側のオペレーションも何時から可能か等具体的に勘案していって欲しい。また、会員
登録について郵送のみとなっているが、会員条件にある「地区協議会で承認を得た方」
であるかどうかの判断はどのようにするのか。個人情報保護の観点も含め８月の公共
交通会議までに利用登録までの流れを整理しておいて欲しい。 

      また、先ほど話に挙がった停留所移設の件について、道路運送法上では協議・届出は
いらないが、名鉄バス等他の交通との調整が必要である場合もあるため、停留所移設
は一概に会議にかける必要があるわけではないが、内容に応じて柔軟に対応してもら
いたい。 

〇委 員  現在の定時運行のバス路線について実際に自分で回ったことがあるが、地元住民とし
てこれは使わないだろうと感じていたため今回デマンドに変わることはありがたい。 
今後運行事業者をプロポーザルにより決めるとあるが、㈱アイシンのシステムを使用
する中で、車両を運行する事業者をこれから選ぶという理解でよいか。 

〇事務局  そのとおり。運行事業者は実際に車両を運行する事業者であり、運行事業者に対して
予約状況等を㈱アイシンのシステムを使用していくという仕組みとなる。 

  〇委 員  現在の定時運行は生活区域の外側を走っており使いにくいため、デマンド化すること
で、安全には十分配慮してもらいながら生活区域に入り込み、地元の要望に即した運
行を期待したい。 

  〇事務局  現在自治区の要望を聞いた上で住宅停留所について検討しており、今よりもきめ細か
い運行が実現できるよう進めている。 

〇座 ⾧  区域運行のような新しい形を取り入れる際、まずは既存の公共交通の活用について考
える必要もあるかと思うが、そのあたりの意見について伺いたい。 

〇委 員  鉄道、バス、タクシー、デマンド運行それぞれの役割分担を大切にしながら地域の中
で協働していきたい。 

〇委 員  タクシー業界について各社大変厳しい状態であり、今後も何とかそれぞれが地域に貢



献できる形で続けていければと思う。 
〇座 ⾧  運行事業者については今後決めるということだが、㈱アイシンはもともと市と協定等

があるような関係なのか、経緯を伺いたい。 
〇事務局  今回上郷地区でデマンド運行を始めるにあたり、事前に㈱アイシンと㈱ＡＴグループ

と協定を結んでいる。豊田市の都市近郊部では初のデマンド運行ということや、地域
の事業者にエリアスポンサーという形で地域に貢献し協力する仕組に期待している。 

＜協議結果:全員承認＞ 
 

〇事務局  【協議１】②に基づき説明 
〇座 ⾧  資料Ｐ９③辺りについて、追突の恐れがないか聞きたい。 
〇事務局  根羽方面に向かってカーブしており見通しが悪くなっている所について植樹伐採と、

カーブミラー設置について協議しており安全を図っていく。 
＜協議結果:全員承認＞ 
 

（２）地域公共交通確保維持改善事業について 
〇事務局及び愛知県から【協議２】に基づき説明。 
〇委 員  Ｐ１２事業の効果を見ると高齢者等の日常に必要不可欠になっていることしか書い

ていないため、小学生の利用が見込めるような内容を効果のところに書いたらどうか。
目標については小学生の利用が今後数年間でどう変化していくか見通しを立てなが
ら、資料を工夫して記載して欲しい。 

〇事務局  承知した。 
〇座 ⾧  稲武地域バスと藤岡地域バス両方に小学生の利用があると考えてよいか。 
〇事務局  そのとおり。事業の効果に小学生の通学に利用できると追記する。 
〇座 ⾧  小学生の今後の変化については次回以降の公共交通会議で報告してもらい、次年度以

降の計画に反映してもらうのはいかがか。 
〇事務局  承知した。 
〇座 ⾧  小学生の数は統計資料として出せるデータがあるか。 
〇事務局  現在利用している又は今後利用される見込みの数について地域に聞き取りをし、バッ

クデータとしては持っているため、次回以降の会議で紹介する。 
〇委 員  事業の目標について、新型コロナウイルスの影響を受けた令和 2 年度のデータを参考

にして良いのか疑問があり、説明をもう少し詳しくお願いしたい。 
また、事業の効果について、稲武地域バスの部分で「外出の機会増加・地域活性化」
とあるがここで言う地域とは豊田市全体を考えた地域なのか稲武周辺地域なのか。 

〇事務局  小中学生の利用について４～５月は休校だったがそれ以降は通常の通学に利用され
ており、新型コロナウイルスの影響は受けているものの通勤での利用が少ない分例年
程度までの戻りは早かったと捉えているため、令和 2 年度実績でも問題ないと考えて
いる。ここで言う地域とは豊田市全体を指しており、地域から基幹バスへ乗り換える
ことで豊田市全体を活性化するものとして記載している。 

〇座 ⾧  目標達成に向け進めていく事業でイベント等を記載しているが、新型コロナウイルス
の感染拡大状況によっては実施できない可能性があることを追記してはどうか。 

  〇事務局  承知した。 
＜協議結果:全員承認＞ 

   



（３）（仮称）豊田市地域公共交通計画の策定について 
〇事務局  【協議３】に基づき説明 
〇委 員  Ｐ１６主な議論の切り口「①高齢者が安心して移動できる環境づくり」の中で言う自

助とはどのようなものを指すのか。 
  〇事務局  計画としてはあらゆる移動手段を活用するという方向性で、バス等の公共交通機関で

すべてをカバーするのは難しいところもあるため、自動車を安全に利用するという視
点も含めていきたいと考えている。 

  〇委 員  言葉が独り歩きしないよう、自助とは自動車の安全装置普及等を指すのであればそれ
を明確にしておいた方がよい。 

〇委 員  今の意見に同意で、公共交通体系の中における自助とは何かを明確にしてもらいたい。 
 〇事務局  Ｐ２０地域交通の種類について、行政でしっかりやっていく部分と、地域住民で支え

てもらう部分を整理していきたい。 
 〇委 員  交通事業には非常にコストがかかる。持続可能性の観点で地域バスの収支率等を見る

と、自助の中に受益者負担も含めて自助・共助・公助のバランスについて考えていか
ないと、経営が成り立たないのではないかと事業者として懸念している。 

〇事務局  それぞれの地域に合った負担や現在運行している交通手段が適切であるかどうか等、
地域の意見を聞きながら検討していきたい。 

〇委 員  免許返納に対する何かメリットを設けることはできるか。 
〇事務局  現段階では特にないが、今後色々な方の意見を聞いて考えていきたい。 
〇委 員  高齢者が免許返納した後、地域バスを利用している人は少なく感じる。高齢者になっ

て初めて地域バスに乗ることは難しいため、若い内から親しんでいくことが高齢者に
なった時に気軽に地域バス等に交通手段を変えていける切り口になるのではないか。 

〇委 員  高齢者が免許返納後地域バスを使わないのであればどのような交通手段を利用して
いるのか。また、豊田市が車の街である強みと弱みがあると思うが、これから高齢化
が進んでいく中で社会全体の在り方を踏まえた公共交通の位置づけを考えていけた
らと思う。 

  〇事務局  現段階では免許返納後の交通手段について明確に把握はできていない。今後地域のヒ
アリング等を通じて地域に合った交通を考えていき、まちづくりという観点に活かし
ていきたい。 

〇委 員  中心市街地から足助まで鉄道とバスを利用すると約２時間かかる。豊橋に行く場合も
同じく約２時間かかる。公共交通政策を考える際に時間の観念は考慮されないのか。 

  〇事務局  現在の計画では公共交通カバー率等、公共交通を使えるかどうかの判断となっている。
新計画では時間をどこまでみるのか今後の検討に役立てていきたい。 

  〇座 ⾧  時間到達圏のようなイメージ図があるとよいのではないか。豊田市らしい計画、高齢
者だけでなく若い人たちにも豊田市の良さが伝わる計画にしていって欲しい。 

〇委 員  豊田市の場合ビジネス客も多いため、市外からの来訪者について何かしらのデータを
盛り込むとよいのではないか。 

＜協議結果:全員承認＞ 
 
【報告案件】 
（１）とよたおいでんバス稲武・足助線 バス停移設について      

〇事務局  【報告１】に基づき説明。 
 



（２）地域バスのバス停変更について 
①下山地域バス（区域運行）         
②稲武地域バス（区域運行）  
〇事務局  【報告２－１】【報告２－２】に基づき説明。 
〇委 員  下山の黒坂下田のバス停について、民地に建てるということでよいか。 
〇事務局  民地である。 
〇委 員  稲武のバス停新設箇所について、豊田稲武町ホウシガ洞３番４地先となっているが、

国道２５７号線なのか赤道で市がもらった所なのか。 
〇事務局  民地であると支所から聞いている。 
〇委 員  民地であるなら地番が確定しているはずなので地先表示とすべきではない。修正をお

願いしたい。 
〇事務局  承知した。→【報告２－２】について修正済の資料をホームページへ掲載 

 
（３）令和２年度バス利用状況等について 

〇事務局  【報告３】に基づき説明。 
〇委 員  名鉄バス自主路線の令和２年度利用状況について、一般の利用実績ベースで令和元年

度比７０％を切る状態であった。特に４月の緊急事態宣言の影響が大きかったと感じ
る。今後も何とか運行を維持していく方向で進めている。 

〇委 員  名古屋鉄道の令和２年度の利用状況について、バスと同様に新型コロナウイルス拡大
前の利用の約７割となっている。４月～５月は特に休校の影響で大きく落ち込んだが、
今は７割程度で推移している。新型コロナウイルスにより今後の人口減少における課
題を先取りしたと言われているように、オンライン事業やテレワークの浸透もありコ
ロナ禍以前の１００％の利用には戻らないことを覚悟しながら、鉄道も非常に厳しい
状況にあると感じている。 

〇委 員  愛知環状鉄道も同様にコロナ禍で厳しい状況となっている。令和２年度は元年度に比
べ３０％程度やはり利用客が減少した。主要企業の在宅勤務の浸透が一番大きな影響
と考えている。３年度に入っても回復傾向は見られず、この厳しい状況がいつまで続
くのか先が見えない中今後どのように計画を立てて鉄道事業を維持していくか今課
題となっている。安全に関する投資、修繕、感染対策等はしっかり行っているため、
安心して利用してもらいたい。 

〇座 ⾧  企業の在宅、遠隔の取組が進んでいく中で、これから昼間の利用における自由トリッ
プ等の公共交通の新たな利用促進策を皆で考えていく必要がある。 

 
以上 


